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研究成果の概要（和文）：本研究では、保健師をはじめとする看護職に対して、依存症予備軍への行動変容面接
技術のプログラムを開発実施し、その効果検証を行った。動機づけ面接を基本とした面接技法は知識や態度の変
容も必要であるが、自己効力感の向上も欠かせないものであること、特に無関心期の準備段階の方に対応する
際、声掛けや行動変容の兆し発言を見つけるために効果的である可能性が見いだせた。保健師が動機づけ面接を
基本とした技法をぶことで有用と感じていることは、「相談者の両価性を引き出せる」「自分の価値観や思いを
押し付けず相談者の望む姿を実現できる」「対話の深さをを意識して面接できる」等の感想を得られた。

研究成果の概要（英文）：In this study, a program of behavioral change interviewing techniques for 
pre-dependents was developed and implemented for public health nurses and other nursing 
professionals, and its effectiveness was verified.
It was found that the interview technique based on motivational interviewing is necessary to change 
knowledge and attitudes, and that it is also essential to improve self-efficacy, and that it may be 
effective in talking to and finding signs of behavior change, especially when dealing with people in
 the preparation stage of the indifference phase.
In particular, public health nurses found the Motivational Interviewing-based techniques useful in "
bringing out the ambivalence of the consultant," "realizing what the consultant wants without 
imposing one's own values and thoughts," and "interviewing with an awareness of the depth of the 
dialogue.

研究分野：公衆衛生看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
飲酒・喫煙をはじめとして、ギャンブルやゲーム、処方薬など様々な依存行動による心身の健康影響は看過でき
ない。これまで看護職による依存症全般に対する行動変容面接技術に関するプログラムとしては、国外におい
て、"5A"(喫煙）、"SBIRT"(飲酒）、"Motivational interviewing"（共通）を柱としたスキルトレーニングにつ
いて検証されているが、「喫煙・飲酒」に対するアプロ―チが主である。動機づけ面接を基本とした面接は依存
症全般に対する汎用性が高く、必要な情報提供をはじめ他の介入の導入にもつなげやすい。本研究は看護職の日
常的な支援のスキル向上に寄与することが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



依存症予備軍に対する保健師向け行動変容面接技術教育プログラム開発と評価 
 
１．研究開始当初の背景 
保健師をはじめとする看護職はあらゆる世代の健康課題に対応し、様々な依存症に対しその兆候をキ
ャッチし早期介入できうる重要な職種である。看護職に依存物質（行為）別に依ることのない汎用性の高
い行動変容面接技術があれば、依存傾向の増長を食い止めることができる。研究開始にあたり、国内外で
行われている看護職対象のプログラムの有無等について文献検討を行った結果、"5A"(喫煙）、"SBIRT"(飲
酒）、"Motivational interviewing"（共通）を柱とした面接スキルトレーニングについて検証されていた。
また、国内外いずれも「喫煙・飲酒」に対するアプロ―チが主であり、依存症全般に対する汎用性の高い
プログラムは実施されていない結果であった。 
Motivational Interviewing（動機づけ面接、以下、MI）は共感＋依存症特有の否認や両価性を伴う行動
変容に対する動機の形成及び動機の強化を目的とした面接スタイル（Miller, et al;2012）であり、欧米を
中心に飲酒や喫煙、薬物など依存症介入に対するランダム化比較 
試験で効果が検証されている（Hettema et al;2005）。日本でも SMARP（せりがや覚せい剤再乱用防止プ
ログラム）や法務省矯正施設でのプログラムに応用している。これらを踏まえ、MIを基本とした面接は
依存症全般に対する汎用性が高く、必要な情報提供をはじめ他の介入の導入にもつなげやすいと考える。
本研究により看護職の日常的な支援のスキル向上に寄与することを期待し研究を開始した。 
 
２．研究の目的 
本研究は、保健師をはじめとする看護職が必要とする依存症予備軍への行動変容面接技術向上のため
の要因や内容を検討し、「動機づけ面接法」を基本とした看護職のための依存症予備軍共通の行動変容面
接技術の教育プログラムを開発、実施、及び効果検証を行うことを目的とした。 
 
３．研究方法 
研究①「看護職の禁煙支援に対する重要性の認識、態度、自己効力感、禁煙支援行動の関連」 
2019 年 5 月～2020 年 2 月に日本国内で実施した看護職に対する禁煙支援プログラムの参加者を対象
に無記名自記式質問紙調査を実施。禁煙支援行動（5 つの As）や禁煙支援に対する態度などの要因を測
定し、共分散構造分析にてそれらの関連を分析した。 
 
研究②「看護職に対する禁煙支援プログラムの実施と効果検証」 
2018 年～2020 年に日本国内で実施した看護職に対する禁煙支援プログラムを実施、その効果を分析
した。 
＜プログラム内容＞  
「能動喫煙や受動喫煙の害などの情報提供」、「カウンセリングスキルを含めた禁煙支援」 について、講
義と演習（質問紙調査を含めて約 5 時間） 
 ＜評価方法＞ 
研修会前後、研修会 3か月後に無記名式質問紙調査を実施。 
主な調査項目： 研修会前→基本属性、看護職勤務年数、禁煙支援年数、禁煙支援状況  



研修会後→研修会の満足度や理解度、役立ち度等  
研修会前後→禁煙支援・行動変容支援全般の面接の自己効力感、禁煙支援面接の重要性、禁煙支援面接の 
効果の自覚的な認識、担当患者の禁煙動機やリスク認知、所属組織の禁煙支援への重要度、禁煙支援面接 
の一貫性 
 
研究③「動機づけ面接のメカニズムについての実験的検証」 
実験参加者 50 名に対し、スマートフォン使用の問題を標的行動にし、OARS と呼ばれる動機づけ面接
の中核的スキルを用いる OARS 条件と、標的 行動に関する思考、感情、そのほかの行動について共感
的に聞く非 OARS 条件を設定、1 回の面接で交互に条件を変えて介入を行う ABAB 研究デザイン実験
を実施、分析した。 
 
研究④「オンライン上における禁煙支援面接の効果に関する予備的検証」 
 オンライン上で動機づけ面接を基本とした禁煙支援面接を試行的に行い、事例検討からその効果と動
機づけ面接の果たす役割を検討した。 
 
４.研究成果 
１）研究①「看護職の禁煙支援に対する重要性の認識、態度、自己効力感、禁煙支援行動の関連」 
（Sezai , et al,2022） 
 看護職（分析対象者 613 名）は、日常的に 5 つの As を「常に」または「通常」行っていると回答し、
その割合は「Ask」65.6％、「Advise」46.7％、「Assess」34.4％、「Assist」19.7％、「Arrange」20.9％であ
った。Ask を除くすべてのステップにおいて、日常的に禁煙支援を行っている群と日常的には禁煙支援を
行っていない群間で実施率に有意差が認められた。日常的に禁煙支援に行っている群は、そうでない人
に比べて、禁煙支援の行動、禁煙支援の重要性の認識、態度、自己効力感が有意に高値であった。構造方
程式モデリングの結果、61％の説明力を有するモデルが得られ、禁煙支援行動に関する信念および禁煙
支援の重要性の認識は、自己効力感よりも禁煙支援行動に大きな影響を及ぼすことが示された。日本に
おける看護職者の禁煙支援行動の促進には、禁煙支援行動に関する信念と禁煙支援の重要性の認識を改
善することが必要である。また、日常的に禁煙支援に取り組むことも重要な要素であることが示唆され
た。 
 
２）研究②「看護職に対する禁煙支援プログラムの実施と効果検証」 
（Sezai, et al, 2019）(Taniguchi, et al, 2019)（瀬在，他，2020）（Taniguchi, et al, 2022） 
＜全参加者プロフィール＞ 
分析対象者：620 名 
平均年齢：44.2 ± 10.6 才、平均勤続年数：19.7 ± 10.4 才、 
職種：看護師（80.5％）、保健師（14.8％）、准看護師、助産師 
勤務先：病院（72.7％）、診療所（8.2％）、健診機関、保健所・保健センター等 
日常的に禁煙支援に携わっている者の割合 43.3% 
①プログラム実施後の評価（全対象者） 



本プログラムが普段の仕事に役立つとした者は全体の 95％であった。プログラム前後での比較では禁
煙支援の面接全般の自己効力感（3.41±2.1→5.83±1.7）、日常業務の中での禁煙支援の面接を行う価値
（6.31±2.8→7.59±2.2）、患者相談者が禁煙する重要性（8.28±2.3→8.52±2.0）について有意に好転し
た。 
②プログラム実施後の評価（保健師のみ） 
＜参加者プロフィール＞  
分析対象者：91名 
平均年齢：41.6±12.0 才、勤務先：保健所・保健センター（26.4％）、健診機関（26.4） 
日常的に禁煙支援に携わっている者の割合：63.7% 
本プログラムへの参加動機：特定保健指導、たばこ対策、禁煙対策に活かすため  
プログラム前の禁煙状況（5A）：「Ask」→42.9％、「Advise」→15.4％、「Assess」→23.5％、「Assist」→6.6％、
「Arrange」→6.6％ 
<プログラム後＞ 
プログラムの満足度：「非常に満足」「満足」97％、  
プログラムの習熟度：「十分」「良い」85.7％  
禁煙支援面接の自己効力感：3.61±1.9→5.95±1.6（p<0.001） 
禁煙支援面接の自己効力感：3.78±2.0→6.01±1.7（p＜0.001） 
禁煙支援面接の重要性：8.53±2.3 →9.08±1.7（p=0.019） 
参加した保健師は特定保健指導や地域でのたばこ対策、禁煙対策を行う役割で禁煙支援スキルの向上
を望んでおり、禁煙支援行動の状況としては、半数の保健師が「Ask」は実施できていたが、「Advice」や
「Arrange」については実施していない傾向があった。研修内容として、タバコ対策の最新情報や行動変
容ステージモデル、動機づけ面接の基礎について、いずれも役に立ったという回答を得ることができた。 
③プログラム実施 3か月後の成果（全対象者） 
 プログラム実施3か月後に回答が収集できた対象者289名のうち、プログラム実施前と3か月後では、
「Assess」 と 「Assist」 で実施率が向上していた（必ず行う、だいたい行うと回答した者の割合：「Assess」
→ プログラム前 35.8％、3か月後 47.8％（p<0.001）、「Assist」→プログラム前 19.4%、3か月後 27.0％
（p<0.001））。禁煙支援の自己効力感も統計学的有意に上昇が認められた。なお、プログラム後に禁煙支
援の価値が高まったと回答した者が禁煙支援の実施率が高かった。 
 
３）研究③「動機づけ面接のメカニズムについての実験的検証」（久保，他，2022） 
実験参加者の発言の頻度に対するチェンジトークの頻度の百分率（以下、チェンジトーク（％）とする）
を条件ごとに算出し比較した。OARS 条件の方が有意にチェンジトーク（％）が高かった。同条件では、
問題改善の重要度が高いとチェンジトーク（％）も高かった。動機づけ面接の中核的スキルは、スマー ト
フォン使用についてのチェンジトークを引き出すスキルであることが示唆された。 
 
４）研究④「オンライン上における禁煙支援面接の効果に関する予備的検証」 
（大野，他，2023）（瀬在，2022） 
動機づけ面接を活用した物質・行動依存の行動変容支援を目的とするWebプログラムの文献検討では、



過去10年間の依存の問題を抱えるクライアントに対するWebを活用した介入プログラムについて27文
献を検討した。その結果、Web プログラムのモジュール作成の段階で動機付け強化療法への応用や認知
行動療法の補完として用いられているもの、Web 上で MI による面接を行っているもの、介入プログラ
ムの前後にMI による面接を取り入れているものなどであり、依存物質や依存行動の摂取量や頻度・回数
以外に、行動変容の準備性、介入プログラムの使い良さや満足度、費用対効果などを評価基準として設定
していた。その効果としては、短期的評価では多くの研究で依存物質や依存行動の減少に効果的であっ
たことが示唆された。 
 これらを踏まえ、動機づけ面接法を専門とする禁煙指導専門医によるスーパービジョン（SV）のもと、
オンライン面接にて MI に精通した保健師による 1 対 1 の禁煙支援面接を試行的に実施。動機づけ面接
の「関わる」プロセスで支援者が本人の重要な価値を禁煙と関連づけて関係構築を意図した会話、禁煙を
希望しながら続く両価性に対してその理由を引き出す会話が、チェンジトークを促し、自信度の上昇に
繋がっていることが示唆された。また面接に対する SVは、面接の構造化と個別性に応じた維持トークへ
の対応の準備と次回の面接改善の役割を担っていた。 
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